
　
平
成
１８
年
１
月
１
日
に
新
生
「
藤
岡
市
」
が
誕
生

す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
１７
年
１２
月
３１
日
を
も
っ
て

藤
岡
市
・
鬼
石
町
合
併
協
議
会
は
解
散
い
た
し
ま
す
。

平
成
１６
年
７
月
２１
日
の
合
併
協
議
会
発
足
以
来
、
多

く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
合
併
に
関

す
る
す
べ
て
の
業
務
を
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
内
で
は
今
回
の
市
町
村
合
併
の
結
果
、
平
成
１８

年
３
月
２７
日
ま
で
に
、
市
は
１２
市
、
町
は
１７
町
、
村
は

１０
村
の
、
全
市
町
村
数
は
３９
と
な
り
、
今
ま
で
の
県

図
と
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
市
町
村
自
ら
の
責
任
と
判
断
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
施
策
を
決
定
し
、
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
一
層
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
福
祉
や
環
境
な
ど
の

分
野
で
は
、
最
も
住
民
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
市
町

村
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
か
ら
の
交
付
税
が
減
少
し
、
大
幅
な
職

員
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、従
来
、国
や
県

で
行
わ
れ
て
い
た
仕
事
は
、
徐
々
に
市
町
村
に
下
り

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
新
藤
岡
市
と
し
て
は
迅
速
か

つ
効
率
的
な
行
政
を
推
進
し
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
ひ
と
回
り
大
き
く
な
っ
た
藤
岡
市
の
皆
様
と
と

も
に
、
チ
カ
ラ
と
知
恵
を
合
わ
せ
、
誇
り
と
愛
着
を

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
会
　
長
　
藤
岡
市
長
　
新
井
利
明

　
　
　
　
　
副
会
長
　
鬼
石
町
長
　
関
口
茂
樹
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町旗降納する中学生たち（鬼石町閉町式にて）



　
平
成
１８
年
１
月
１
日
に
編
入
合
併

す
る
鬼
石
町
は
、
去
る
１２
月
１８
日（
日 

に
鬼
石
多
目
的
ホ
ー
ル
で
「
さ
よ
う
な

ら
　
そ
し
て
　
あ
り
が
と
う
鬼
石
町

と
題
し
た
閉
町
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
近
隣
の
首
長
や
各
種
団

体
の
代
表
者
ら
約
２
５
０
人
が
出
席

す
る
な
か
、
特
別
功
労
表
彰
や
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、
５１
年

間
に
わ
た
る
町
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ

す
と
と
も
に
、
新
生
「
藤
岡
市
」
の

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　　
関
口
町
長
は
、
式
辞
に
立
ち
「
私

た
ち
の
ふ
る
さ
と
は
、
時
代
の
波
を

受
け
つ
つ
も
郷
土
を
愛
し
て
や
ま
な

い
諸
先
輩
の
絶
え
ま
ざ
る
ご
努
力
を

得
て
、
今
日
の
発
展
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
、
鬼
石
町
を
築
い

て
き
た
先
人
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま

し
た
。

　
ま
た
「
私
た
ち
は
自
己
決
定
・
自

己
責
任
の
原
則
が
支
配
す
る
分
権
時

代
に
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
、
藤
岡

市
と
の
合
併
を
選
択
い
た
し
ま
し
た
。

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
『
鬼
石
町
』
が

消
え
る
こ
と
に
は
一
抹
の
寂
し
さ
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
が
、
先
人
が
長
年
に

わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
文
化
や
歴
史

は
消
え
る
こ
と
な
く
こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
の
生
活
や
心
の
中
に
脈
々
と
生

き
続
け
、
時
に
は
私
た
ち
を
叱
咤
激

励
し
、
心
の
支
え
と
な
る
こ
と
で
あ

り
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

当
合
併
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

協
議
会
の
解
散
に
伴
な
い
、
廃
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
藤
岡
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。

　
◆
日
時
　
平
成
１８
年
１
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
１０
時
よ
り

　
◆
場
所
　
藤
岡
市
役
所
　
中
庁
舎
　

　
　
　
　
　
　
３
階
　
大
会
議
室

　
◆
内
容
　
祝
辞
、
鏡
開
き
な
ど

　
◆
日
時
　
平
成
１８
年
１
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
１１
時
よ
り

　
◆
場
所
　
藤
岡
市
鬼
石
総
合
支
所

　
　
　
　
　
　
玄
関
前
　

　
◆
内
容
　
祝
辞
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

※
当
日
は
、
鏡
開
き
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に

　
併
せ
て
花
火
が
数
発
上
げ
ら
れ
ま
す

　
◆
日
時
　
平
成
１８
年
２
月

１１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前
１０
時
よ
り

　
◆
場
所
　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

　
　
　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

　
◆
内
容
　
来
賓
者
の
祝
辞
や
小
学
生

　
　
　
　
　
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
中
学
生

　
　
　
　
　
に
よ
る
作
文
発
表
な
ど
　

※
２
階
に
市
民
の
方
の
ご
観
覧
席
を
設

　
け
て
あ
り
ま
す
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アトラクションでは、小中学校の代表者が
作文を朗読するとともに、合唱や演奏も披
露されました。

お
知
ら
せ

式
辞
の
概
要

し
っ
た

）」


